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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

遺伝子型を検査して個人に応じた医療を行う個

別化医療が進んで来ている。各遺伝子型と疾患の

関係は今後も研究が必要な状況であるが、ヒトゲ

ノム上の全ＳＮＰ数（約６千万個）は今後もほぼ

変わらないと考えられる。本研究では、疾患と関

連は未知であるＳＮＰも含め現在既知の全ての

ヒトＳＮＰまたは遺伝子変異を検出できるプラ

イマー・プローブを全て設計し、今後のＳＮＰ・

遺伝子変異のジェノタイピングの研究に貢献す

ることを目的とする。膨大な数のヒト全ＳＮＰに

対応するためにはスーパーコンピュータが必須

であり、今回の簡易利用でその使用法や処理フロ

ーについて確認する。 

 

２． 利用がなかった場合の理由 

情報基盤センターとの共同研究の準備ための簡

易利用であったが、共同研究が順調に進んだため、

簡易利用によって計算の動作確認等をする必要

が特に生じなかったために利用がなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


